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関西大学との大学間連携を強化 

新型コロナ PCR 検査の実施協力、非常変災時の入試会場の相互利用へ 

 

 

関西大学と武庫川女子大学は、新型コロナウイルス PCR 検査の連携協力ならびに、

非常変災時おける入試会場の相互利用に関して覚書を締結しましたので、ご報告いたし

ます。 

 

 

関西大学と武庫川女子大学は 2018年 11月、教育・研究や産学・地域連携、スポーツ

交流など、幅広い分野での連携強化を目的にした包括連携協定を締結しました。今回の

覚書はこの協定をベースに、新型コロナウイルス対策及び非常変災時の入試対策に関す

る連携協力事項を追加したものです。 

 

【新型コロナウイルス PCR 検査の連携協力について】 

 

 武庫川女子大学は新型コロナウイルス感染拡大に対する学生や教職員の不安を解消

し、新しい生活様式に沿った安心安全な教育環境を構築するため 2020 年 11 月、薬学

部に PCRセンターを設置し、運用を行っています。 

今回の連携協力では、PCR 検査の対象を関西大学の学生、教職員にも拡大します。

唾液採取と試料送付等の業務を関西大学が行い、PCR 検査を武庫川女子大が行うとい

うものです。 

  

【非常変災時の入試対策に関する連携協力について】 

 

非常変災時（地震や風水害等の自然災害や感染症拡大等の緊急事態）に、自らの施設

で入学試験業務の遂行に支障が生じた場合、相手方の大学の施設を利用することにより、

入学試験業務を確実に実施することが目的です。 
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【今回の覚書締結にあたっての両大学学長のコメント】 

 

関西大学：前田裕学長 

 それぞれの大学の特徴を活かした取り組みが期待できるのが大学間連携の狙いである。

PCR 検査の実施協力についても、まさに武庫川女子大学の強みを活かした試みで感謝して

いる。非常変災時の入試会場の相互利用については、武庫川女子大学をはじめ他大学との体

制をしっかり整え、受験生が安心して入試にチャレンジできるようにしたい。 

 

武庫川女子大学：瀬口和義学長 

本学と関西大学の災害時等の入試会場の相互利用の覚書と、本学 PCRセンターの関西大

学の学生・教職員の利用に関する覚書の締結は、双方の受験生や学生が少しでも安心して受

験や学外実習を進められるようにとの思いから実現した。今後も関西大学と本学は、それぞ

れの強みを生かして社会の要請や学生の要望に応えていきたい。 

 

【お問い合わせ先】 

 

 

本件につきましては、関西大学からも本日、プレスリリースが配信されていますの

で、ご了承ください。 

お問い合わせは、武庫川女子大学教育研究社会連携推進室（TEL：0798-45-9854）、

関西大学総合企画室広報課（TEL：06-6368-0201）まで、お願いいたします。 

 

 

 

 


